
研究名：小児溺水患者の予後規定因子の後方視的検討

1. 研究の目的

15歳未満の子ともの不慮の事故は世界の子ともの主要な死因であり、 日本においても医療経済学的損

失は年間600億円とされています。 事故に至った患者さんの情報収集および活用は重要な社会的課題ですが、

その方法論は確立していません。 これまでの研究で子ともの事故予防に焦点を当てたものは限られており、 この

研究では溺水症例を対象に、 どのような予防策が事故発生を減少させるのか、 あるいは家族や地域社会の関与が

事故の予防にどのように影響するのかを把握するために行われます。

2. 研究の方法

①研究対象：当センタ ー に2006年4月1日から2021年5月31日までに入院し、 溺水と診断された

18歳未満の方

②研究期間：倫理審査委員会承認後から2025年3月31日

③研究方法：診療録から、 患者さんの性別、 年齢、 溺水または入院の期間、 溺水の発生時期と場所、 既

往歴、 郵便番号を抽出します。

3. 研究に用いる情報の種類

診療録から、 患者さんの性別、 年齢、 溺水または入院の期間、 溺水の発生時期と場所、 既往歴、 郵便番

号を抽出します。

4. 情報の公表






